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論文内容の要旨 

〔目 的(Objective)〕 

うつ病に対する精神療法と薬物治療の併用が、精神療法単独よりも効果的であるかを確認し、さらに、どの精神療

法との併用が最良かを明らかにすることを目的とした。 

 

〔方法ならびに成績(Methods/Results)〕 

Diagnostic and Statistical Manual of Mental Disorders (DSM) や Research Diagnostic Criteria (RDC) に基

づき、うつ病と診断された成人を対象とした。行動活性療法、精神分析療法、対人関係療法、対面式個別認知行動

療法、集団認知行動療法、およびコンピューターやインターネットを介した認知行動療法について、薬物治療の併

用の有無を区別して相互に比較した。また、薬物治療を含む通常治療や待機リストコントロール (WLC) とも比較

した。治療前後のうつ病の重症度は、Hamilton Rating Scale for Depression (HRSD)、Montgomery Åsberg 

Depression Rating Scale (MADRS)、Beck Depression Index (BDI)、Patient Health Questionnaire-9 (PHQ-9)、

Quick-/Inventory of Depressive Symptomatology (QIDS or IDS) のいずれかを用いて評価した。その結果からう

つ病の治療効果に関するネットワークメタアナリシスを行った。 

まず、Medline や Cochrane Library を用いて、2021年12月までに出版されたうつ病に対する精神療法に関する 

systematic review 153報を抽出した。次に、その systematic review に含まれるすべてのランダム化比較試験

（RCT）を抽出し、さらには2021年以前の systematic review に不足している2020年からのRCTを追加検索した。

最終的に、総計10038報から適切と判断されたRCT100報を抽出し、参加者計9873人のデータを用いて解析を行っ

た。 

各精神療法単独群および薬物治療の併用群、通常治療群、WLC群の治療効果を、治療後のうつ病スケール結果の標

準化平均差を用いて二群比較を行い、ネットワークメタアナリシスを実施した。併用群は通常治療より治療効果が

高く、精神療法単独と通常治療との間には有意差がなかった。また、精神療法と薬物治療の併用は、精神療法単独

より有意な効果を示した。治療効果の順位を示す指標である surface under the cumulative ranking (SUCRA) で

は、集団認知行動療法と薬物治療の併用が最も高い効果を示した。 

さらに、治療開始時のうつ病の重症度に基づいて軽度、中等度、重度に分けて行った subgroup 解析では、軽度う

つ病では精神療法単独群と併用群の間に有意差は認められなかったが、中等度以上のうつ病では併用群の治療効果

が有意に高かった。 

 

〔総 括(Conclusion)〕 

成人うつ病の治療において、集団認知行動療法と薬物治療の併用が最も有効であることが示唆された。また、精神

療法単独と薬物治療を含む標準治療の効果には有意差が認められなかった。軽度うつ病では、精神療法と薬物治療

の併用は精神療法単独と比較しても有意差がなかったが、中等度から重度のうつ病では、精神療法と薬物治療の併

用が精神療法単独よりも効果的であることが確認された。 

うつ病の重症度によって治療効果が異なるように、年齢や合併症、患者の背景などによっても治療効果が異なる可

能性がある。また、認知行動療法以外の精神療法でも、個別か集団か、インターネットを介したものかといった形

式によっても効果が異なるかもしれない。精神分析療法のように長期間の治療を要する療法もあり、今後の研究で

は、同じ特徴を持つ参加者を対象に、さまざまな精神療法をその形式毎に区別して比較し、短期および長期の両方

で効果を観察することが重要である。これにより、どのような特徴を持つうつ病患者に対してどの治療がより効果

的であるかを明らかにすることが求められる。 
 




